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学童部（西京少年野球会）組織分掌

　　　西京少年野球会代表 　　　　部　　　　長 　本会の活動方針及び事業運営を
　　　　(学童部部長が兼任） 総括する。

　　　西京少年野球会副代表 副　部　長　　本会、部長の総括事業を補佐を
　　　　(学童部副部長が兼任） する。

渉　　　外　　　スポーツ少年団との運営業務を
行うと伴に、他支部・振興会との
連携業務を行う。

総　　　務 　年間事業計画の立案と本会の活動
及び運営に必要な日常的業務を行う。
　他行政を招いた大会において、行政
に申請及び交渉を行う。（区長杯も同様）
　本会の主催する各行事の進行役を
務める。 又、各大会の優勝旗・杯・
賞状等の管理を行うとともに、倉庫内の
備品や道具などの点検・管理を行う。

企画運営 　年間事業計画の立案と各大会の組合
せ抽選と、試合日程・結果報告の連絡
など全般的な運営を図る。
　他行政を招いた大会において、他支部
・振興会と連携図り、大会運営を行う。
　また、他支部・振興会への大会案内
において、総務と連携して行う。

運動会準備委員　運動会の準備及び運営全般を
総務と連携して行う。

会　　　計 　経理の適切な運用を図り、本会の
会計業務全般を行う。
　毎年度一回決算を行い、納会で報告し
承認を受けなければならない。
また、四半期ごとも同様とする。

会計監査 　毎年度一回会計の適正の是非を
監査する。
　監査結果を納会で、報告を行う。

　 また、四半期ごとも同様とする。

審　　　判　　本会主催のすべての大会に於いて
審判に関する業務を行う。
　また、審判員の技術の向上を図る。



   　　京都軟式野球連盟　学　童　部　規　約
　　　　　　（西京少年野球会）

　（名　称）

　第１条 　本会は、「京都軟式野球連盟西京支部学童部」（以下「学童部」という）と称し、事務
　　　　　　局を京都軟式野球連盟西京支部（以下「西京支部」という）の事務所内に置くものとする。

　なお、西京少年野球会の名称は、対外的に継続するものである。

　（目　的）

　第２条 　本会は、学童部所属（以下「会員」という）の学童野球チームが結束協力して、
　　　　　奉仕と感謝の精神で、野球を愛好する学童が野球を通じて、次の目的達成と次代を
　　　　　背負う健全な若人として成長するための手助けをするとともに、将来、良きスポーツマン
　　　　　であり、良き社会人として育ち、社会の一員として活躍することを期待し活動するものとす
　　　　　る。
　　　　　  １）　野球技術の向上と心身の鍛錬を図り、より高い人格形成を目指す。
　　　　　  ２）　ルール遵守とスポーツ精神を培う。
　　　　　　３）　社会奉仕活動を行い奉仕と感謝の精神を培う。
　　　　　  ４）　選手及びチーム相互の幅広い交流と親善を深め、学童時代の良き思い出を創る。

　第３条　　　本会は、会員及び会員の指導者と選手並びに保護者と共に、学童野球を通じて、
　　　　　地域社会の一員として、善隣友好の輪を拡げることを目指すものとする。

　（活動及び運営の基本方針）

　第４条　　　本会は、西京支部と連携して活動するものとし、その「学童部」の運営の一切を行い、
　　　　　第２条の目的達成に資するものとする。

　第５条　　　本会の活動は、あくまでも「学童を中心にした任意で行う校外教育としての学童野球
　　　　　であること」を役員及び会員の指導者等は理解し、目的と活動の意義を重んじ、社会指導
　　　　　者としての立場を忘れず、明朗闊達な運営を図るものとする。

　第６条　　　本会の活動に必要な各大会等の会場設営及び審判、その他の運営は、役員及び
　　　　　全会員が協力又は分担して行うものとする。

　（選手指導の基本方針）

　第７条　　　本会の役員及び会員に所属する指導者全員は、次の基本方針により選手を指導
　　　　　育成するとともに、将来の中学、高校時代、ひいては社会人としての人格形成と全ての
　　　　　スポーツに通じる基礎づくりを目指すものとし、その成果を発揮する場である本会主催の
　　　　　各大会等においては、勝敗のみにこだわることなく、常に相手を尊重し、自己の最善を
　　　　　尽くし、フェアープレーに徹した白熱したゲームの展開と美しいスポーツマンシップが生ま
　　　　　れることを期待するものである。

　　　　　（１）　学童野球に限らずスポーツを志す意義は、「自身が精神的、技術的、肉体的限界
　　　　　　　に挑戦する」ことにある。しかし、将来の人格形成を主眼とした教育的配慮に基づき、
　　　　　　　発育発達期の学童の「健康的な体力づくり」と「明るく豊かな心と精神力」を育てるこ　　　
　　　　　　　とを第一義としなければならない。

　　　　　（２）　活動の中心は、野球を愛好する学童であり、学校教育における授業と学校行事等
　　　　　　　は優先させなければならない。

　　　　　（３）　学童としての人格と人権、機会均等、自主性と自発性、選択の自由を尊重するとと
　　　　　　　もに、ともすれば指導者本位の指導等による、精神的肉体的苦痛または過大な負担

を与えることは厳に慎まなければならない。



　　　　　（４）　心身ともに発育過程にある学童であることを特に留意し、礼儀挨拶等の社会一般
　　　　　　　常識、正しい野球技術の指導は当然であるが、その体力素質、運動能力、精神力、
　　　　　　　等々の個人差を正確に把握し、それに応じた最良の指導方法により、その将来性を
　　　　　　　進展させ、育成することに努めなければならない。

　　　　　（５）　選手の安全性の確保と障害等の危険防止に努めるとともに、将来に影響を及ぼす
　　　　　　　「スポーツ障害等」の発生防止と予防には、特に留意しなければならない。

　　　　　（６）　野球技術の向上を図り、ルール遵守の精神を徹底することは当然であるが、学童
野球といえども、全てのスポーツ同様、勝敗を争う競技であり、選手自身が「勝者とし

　　　　　　　ての喜び」、「敗者としての悔しさ」等を繰り返し体験することにより、更に、日頃の練習
　　　　　　　と家庭生活において、「健康的な体力と明るい豊かな心と精神力」、学業や野球技術
　　　　　　　等に対する一層の「努力と向上心」、白球に対する「集中力」、勝利に対する「執着心」、

 何事にも最後まで挑戦しての苦しみや哀しさに耐えられる「忍耐力」、チーム内や
　　　　　　　選手間における「協調性」等々を自主的自発的に養わなければならない。

　（役員及び会員等の義務）

　第８条　　　本会の役員及び会員に関与する代表者及び監督等の指導者全員は、本会の目的　　　
　　　　　を十二分に理解のうえ、活動及び運営方針、選手指導の基本方針を全体的に指示し、
　　　　　協力しなければならない。

　第９条　　　本会の会員は、会員を代表する最高責任者を代表とし、指導者である監督及び
　　　　　コーチ、本会の主催する大会等の事業の会場設営及び試合進行を支援する運営委員
　　　　　並びに審判員を組織しなければならないものとし、その「役員登録書」を毎年、本会が指
　　　　　定する期日までに本会に提出しなければならない。

  (会計年度）

　第１０条　　本会の会計年度は原則、各年度１２月１日より１１月３０日までとする。

　（役員及びその任務）

　第１１条　　本会の活動及び運営業務を円滑に遂行するため、次の役員を置くものとし、無報酬
　　　　　とする。（役職の統合、新設に関しては代表者会議での承認を必要とする。）

１名
１名　(西京支部支部長)
１名　(西京支部支部長代行又は副支部長・理事)
１名
１名　(西京支部学童部部長が兼任)
１～２名　(西京支部学童部副部長が兼任)

　　役　　　　　　員
部       長 １名　 (西京少年野球会代表を兼任)
副  部  長 １～２名　 (西京少年野球会副代表を兼任)
渉       外 委員長
総       務 委員長・副委員長　
企画管理 委員長・副委員長
運動会準備 委員長・副委員長
会       計 委員長・副委員長
審       判 審判長・副審判長
会計監査 １名（他役員も兼務可）

    代　　　　　　表　　　　　　　１名    (西京支部学童部部長が兼任)
    副　　代　　 表              １名　　(西京支部学童部副部長が兼任)

　　名　誉　会　長　　　　　　　１名
　　会　　　　　　長　　　　　　　１名　　（西京支部支部長）
　　副　　会　　 長              １名　　（西京支部支部長代行又は副支部長・理事長）
　　相　　談　　 役              １名



　　　　　（２）　　役員の任務

　部　長(代表兼任)　　　本会の活動方針及び事業運営等を総括する。

　副部長(副代表兼任)　本会の総括事業を補佐する。

  渉　　　 外 　スポーツ少年団との運営業務を行うと共に、他支部・振興会
との連携業務を行う。

　総　　　務 年間事業計画の立案と本会の活動及び運営に必要な日常的
業務を行う。
他行政を招いた大会において、行政に申請及び交渉を行う。
なお、区長杯も同様とする。
本会の主催する各行事の進行役を務める。 又、各大会の
優勝旗・杯・賞状等の管理を行うとともに、倉庫内の備品や
道具などの点検・管理を行う。

　企画運営 年間事業計画の立案と各大会の組合せ抽選と、試合日程
結果報告の連絡など全般的な運営を図る。
他行政を招いた大会において、他支部・振興会と連携図り、
大会運営を行う。
また、他支部・振興会への大会案内において、総務と連携
して行う。

　運動会準備委員 動会の準備及び運営全般を総務と連携して行う。

　会　　　計 経理の適切な運用を図り、本会の会計業務全般を行う。
毎年度一回決算を行い、納会で報告し承認を受けなければ
ならない。また、四半期ごとも同様とする。

　会計監査 毎年度一回会計の適正の是非を監査する。
監査結果を納会で、報告を行う。また、四半期ごとも同様とする。

　審　　　判 本会主催のすべての大会に於いて、審判に関する業務を行う。
また、審判員の技術の向上を図る。

　（役員の任期）

　第１２条　　　　　　　　　　役員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げないものとする。
なお、総会での承認が必要とする。

　　　　　（２）　役員は、任期が満了しても、新規役員が就任するまで、任務を継続するものとする。

　（事務及び役員会の構成）

　第１３条　　本会の事務は、役員をもって構成する。



　第１４条　　役員会は、第１１条の役員をもって構成する。
なお、名誉会長・会長・副会長はこの限りではない。

　第１５条　　西京支部より役員派遣の要請があった場合には、役員を派遣するものとする。
　　　　

　（事　業）

　第１６条　　本会は、第２条の目的達成を図るとともに、他行政の少年野球会･振興会等との
　　　　　積極的な親善と交流及び会員所属選手の保護者との交流と親睦を図るため、次に
　　　　　掲げる事業を主催または、共催して行うものとし、各種団体の主催する事業に参加
　　　　　または、会員を推薦参加させるものとする。

　　　　　（１）　会員対象の学童野球大会の開催。（年間７大会程度開催）

　　　　　（２）　他行政の学童野球チームとの交流大会の開催。（年間３大会程度）

　　　　　（３）　会員所属の選手・指導者及びその保護者を対象とした大運動会の開催。

　　　　　（４）　社会奉仕活動の実施。

　　　　　（５）　審判の資質向上を図るための審判講習会の開催。

　　　　　（６）　スポーツ少年団交流大会の参加。

　　　　　（７）　他行政の学童野球会等主催の交流大会への会員の推薦参加。

　（運営費）

　第１７条　　本会は会員が納入する年会費、各大会の参加費、協賛金、寄付金その他をもって
　　　　　運営するものとする。

　第１８条　　本会の運営に特別の事情があると認められた場合には、協力金等を代表者会議で
　　　　　承認を得て、徴収することができる。

　（会員の資格等）

　第１９条　　本会の会員は、原則として、京都市西京区に住所を定めて住居する学童で構成され
　　　　　た学童野球チームとする。

　第２０条　　本会の会員は、毎年度京都軟式野球連盟西京支部西京学童部にチーム登録をし
　　　　　ておかなければならない。

　（指導者の資格）

　第２１条　　第９条により会員が組織する代表者及び指導者等の資格は、京都府内に住所を定
　　　　　めて住居する社会人・大学生に限るものとする。

　（選手の登録資格、チーム編成、競技方法）

　第２２条　　各大会における選手の登録資格、チーム編成、競技の方法等は、代表者会議の
　　　　　決定により、別に定める「西京支部学童部競技規約」（以下「競技規約」と言う。）による
　　　　　ものとする。



　（選手引き抜きの禁止）

　第２３条　　会員間の選手の移籍及び移動する会員の代表者及び本会の代表者会議で承認さ
　　　　　れた場合を除き、禁止するものとする。なお、転居も含むものである。
　　　　　選手登録に関しては代表者会議での承認及び移籍元の登録書抹消を持ってこれを認める。

　（会員審判員の育成）

　第２４条　　本会は、会員審判員の育成と資質向上を図るため審判講習会を開催し、会員審判
　　　　　員（主に塁審）の育成向上を図るものとする。

　（総会）

　第２５条　　総会は、本会の最高議決機関であり、毎年１回１２月上旬に開催するものとする。
　　　　　ただし、必要のある場合は、臨時総会を開催することができるものとする。

　（総会の権限）

　第２６条　　次に掲げる事項は、総会の決議を経なければならない。
　　　　　　　１）　規約の改廃。
　　　　　　　２）　予算及び決算の承認。
　　　　　　　３）　事業計画及び事業報告の承認。
　　　　　　　４）　役員の改選。
　　　　　　　５）　その他役員会が必要と認めた事項。

　第２７条　　総会の議決は本会の役員及び代表者の構成により、出席者の過半数をもって決定
　　　　　するものとする。

　（代表者会議）

　第２８条　　役員と会員の連結を蜜にし、本会の運営を円滑に進めるため、役員及び各会員の
　　　　　代表者で構成する定例会議（以下「代表者会議」と言う。）を開催するものとし、次の事項
　　　　　について審議決定する権限を有するものとする。
　　　　　　　１）　細則及び競技規則の改廃。
　　　　　　　２）　臨時協力金等の決定。
　　　　　　　３）　会員間の選手移籍等に関する承認。
　　　　　　　４）　新規加入会員の承認及び入会金の決定。
　　　　　　　５）　休会及び退会の承認。
　　　　　　　６）　新規大会開催の承認。
　　　　　　　７）　罰則裁定の審議及び決定（当該会員の代表者は会議より除外）。
　　　　　　　８）　その他活動及び運営に関し、役員会より決定又は承認を求められた事項。

　　ただし第２６条に反しない範囲とする。

　　　　　（２）　前項の決定は、出席者の過半数をもって行うものとする。
　　ただし、７）については、三分の二をもって行うものとする。

　（新規加入会員の承認）

　第２９条　　第１９条の会員となる資格を有する者から、本会への加入申請があった場合には、
　　　　　申請者の隣接する全会員の推薦又は承認を得たうえ、代表者会議の承認により会員
　　　　　に加えるものとする。

　（入会金）
　第３０条　　新たに加入する会員は、入会金５０，０００円を納入するものとする



  (休会及び退会）

　第３１条　　会員の特別な事情により、チーム編成又は大会参加が一定期間不可能となった
　　　　　場合には、その事項等を記載した休会届又は退会届を本会に提出しなければならな
　　　　　い。

　　　　　（２）　休会する場合は、第９条の規定を満たしておくものとする。
　ただし、年度途中において届け出た場合には、納入済みの年会費等は返還しない
ものとする。

　　　　　（３）　休会した会員が復帰する場合は、復帰届を本会に提出するものとする。

　　　　　（４）　退会する場合、納入済の年会費等は、返還しないものとする。

　第３２条　　退会後、復帰する場合は、第２９条・第３０条に定める規定を適用するものとする。

　（罰則）

　第３３条　　役員が本会の目的、活動及び運営方針に反したと認められる場合、又は、業務を
　　　　　怠る等不適任と認められる場合には、役員会及び代表者会議の決定により、適切な処置
　　　　　をとるものとする。

　第３４条　　会員が本会の目的、活動及び運営方針に反したと認められる場合、又は、本規約
　　　　　に定める条項及び細則並びに競技規約に反したと認められる場合には、役員会は、当該
　　　　　会員より事情聴取を行い、次に掲げる罰則による裁定を代表者会議で審議決定のうえ
　　　　　当該会員に通告するものとする。
　　　　　　　１）　当該会員編成チームの一年間の出場及び対外試合の禁止。
　　　　　　　２）　当該会員の代表者及び監督の交代。
　　　　　　　３）　西京支部学童部部長名による警告。

　　　なお、役員会の決定により、通告することができるものとし、事後の代表者会議
　　にて報告するものとする。

　　　　　（２）　裁定に対する異議は、一切受け付けないものとする。
　なお、裁定に従わない場合には、代表者会議で議決の上、除名とする。

　（事故に対する責任等）

　第３５条　　本会が主催または、共催する事業及び会員を推薦参加させる事業において、万が一
　　　　　　　事故が発生した場合には、当該会員が全責任を負うものとする。

　　　　　（２）　会員は、事業に参加する場合、あらかじめ、会員の責任において、所属の指導者
及び選手の健康診断、保護者の了承、選手・指導者の保険の加入、スポーツ保険
又はその他の傷害保険の加入等必要な処置を講じておかなければならない。

　（その他）

　第３６条　　会員は、本規約の目的、活動及び運営方針、選手指導の基本方針等必要な事項
　　　　　を会員の規約等に定めておかなければならない。

　（細則）

　第３７条　　本会の運営に必要な細則は、代表者会議の決定により、別に定めることができる
　　　　　ものとする。



　 昭和６３年１１月２６日改正　同日施工
平成４年１２月５日改正　　　同日施工
平成１４年４月７日改正　　　同日施工
平成２８年１２月３日改正　　同日施工
令和２年２月１日改正　　　　同日施工
令和３年２月１日改正　　　　同日施工
令和５年２月４日改正　　　　同日施工



　京都軟式野球連盟　学　童　部　運　営　細　則
　　　　　　（西京少年野球会）

第Ⅰ章　総　　　　　　　　　　　則

　（総則）

　第１条　　　本会の役員及び会員の代表、指導者等は、規約第２条及び第３条の目的、規約
　　　　　第４条から第６条までの活動及び基本方針に従い一致協力、感謝と奉仕の精神で本会
　　　　　の運営にあたるものとする。

第Ⅱ章　代　表　者　会　議　等

　（代表者会議）

　第２条　　　規約第２８条の代表者会議は、原則として、毎月第一土曜日午後６時より
　　　　　指定の会場で開催するものとする。

　　　　　（２）　緊急を要する事項等がある場合には、役員会の決定により臨時開催ができるも
　　　　　　　のとする。

　第３条　　　本会役員及び各役員の代表者は、規約第２条及び第３条の目的を達成するため
　　　　　代表者会議の決定事項等を、その都度、規約及び運営細則、競技規約を改廃し、整理
　　　　　を行い、より最良の運営を目指すものとする。

　（指導者名簿）

　第４条　　　規約第９条の指導者等名簿は、本会が指定する「役員登録書」により毎年、本会
　　　　　が指定する期日までに、本会に提出するものとする。

第Ⅲ章　事 業 及 び 登 録 書

　（事業）

　第５条　　　規約第１６条の（１）及び（２）による学童野球大会は、最小限次に掲げる大会を開催
　　　　　するものとする。
　　　　　　　１）　理事長杯争奪学童野球大会（リーグ戦）　　２月上旬より
　　　　　　　２）　区長杯争奪学童野球大会　　　　　　　　 　　３月上旬より
　　　　　　　３）　知事旗争奪学童野球大会　　　　　　　　　　 ４月下旬より
　　　　　　　４）　市長杯争奪学童野球大会　　　　　　　　　　 ９月中旬より
　　　　　　　５）　支部長杯争奪学童野球大会　　　　　　　　　１０月上旬より
　　　　　　　６）　新人戦（協賛大会と併用）　　　　　　　　　　  １１月上旬より
　　　　　　　７）　協賛大会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５月中旬～９月上旬に開催

　　　　　（２）　本会は、各大会の試合当日必ず会場に大会本部を設けるものとする。

　（大会参加申し込み等）

　第６条　　　本会が主催又は共催する各大会に参加する会員は、「西京支部学童部競技規約」
　　　　　に基づき、大会毎にチームを編成し、参加申し込みをしなければならない、「選手登録書
　　　　　」は、３月上旬に開催される大会前に本会へ提出し、各大会毎に変更が生じた場合は、
　　　　　変更した「選手登録書」を試合前までに２部提出しなければならない。
　　　　　なお、手書きでの変更（修正）は、認めないものとする。



　　　　　（２）　知事旗及び市長杯争奪学童野球大会においては、指定期日までに「選手登録書」
　　　　　　　を本会に提出しなければならない。諸事情により変更が生じた場合は、大会開会式

前までに、変更した「選手登録書」を提出しなければならない。
　なお、大会期間中の変更は原則認めないものとする。

　（大会参加の原則）

　第７条　　　前項の第１項の参加申し込みをした登録チームは、当該大会に優先参加するもの
　　　　　とし、選手の集団により健康状態の悪化等特別の事情がない限り、棄権してはならない。
　　　　　　　　ただし、本会は、組み合わせ抽選後の試合日程及び進行にあたり、次の事項に留
　　　　　意しなければならない。
　　　　　　　１）　学校行事には、優先参加させるものとする。
　　　　　　　２）　事前に代表者会議で承認された地域行事等は、１）に準ずるものとする。
　　　　　　　３）　規約第１６条（６）（７）に掲げる大会参加チーム又は推薦参加させたチームで、
　　　　　　　　同日又は同時時間帯に試合が重複する場合、可能な限り、時間調整又は日程調
　　　　　　　　整を行うものとする。　整を行うものとする。

　第８条　　　前条　ただし書１）及び２）に該当する場合、当該チームは別紙「学校行事等証明
　　　　　書」を事前に本会に提出しなければならない。

　（試合開始時間）
　
　第９条　　　本会が主催又は共催する事業の開始時間は、原則午前８時以降とするものとする。
　　　　
　（開会式及び閉会式への会員の出席義務）

　第１０条　　各大会の開会式には、参加会員の登録選手で当該学年の選手及び指導者等は、
　　　　　集合時刻までに会場に集合し、参加するものとする。

　第１１条　　各大会の決勝戦並びに閉会式には、会員の代表者又は運営委員のいずれか一名　
　　　　　は、必ず出席しなければならない。

　　　　　
第Ⅳ章　審　　判　　員　　等

　（審判講習会及び審判員の資質の向上）

　第１２条　　各会員の指導者等は、原則として、本会が開催する審判講習会を受講し、育成の
　　　　　向上を図るものとする。　

　　　　　（２）　審判長及び公認審判員は、試合終了後又は大会終了後、当該審判員を対象に
　　　　　　　講評又は研修会等を行い、更に審判員の資質の向上を図ることに努めるものとする。

　（審判の分担等）

　第１３条　　本会が主催又は共催する各大会における試合の「審判員」は、原則として試合当日
　　　　　の当事者が互いに分担するものとし、事前に審判長が決定するものとする。

　　　　　（２）　「球審」は、原則として、公認審判員の有資格者がその任務を果たすものとする。

　　　　　（３）　「塁審」は、原則として、会員の当該年度を含む前年までに講習受講２回以上の者が
　　　　　　　その任務を果たすものとする。

　　　　　（４）　公認審判員は、決められた時間までに、グランド設営に務めるものとする。



　第１４条　　各会員は、一名以上の公認審判員を置くものとする。ただし、当分の間審判員の
　　　　　経験者で審判長が認めた場合、その任にあたることができるものとする。
　　　　　本件は審判員の登録ではなく、試合参加をその主旨と位置づける。

第Ⅴ章　運営委員と担当ブロックの任務等

　（会場設営等及び担当ブロックの任務）

　第１５条　　本会が主催又は共催する各大会等の会場設営等は、各会員をブロック毎に編成し、
　　　　　各月毎に順次担当する。その担当ブロックは、本会が決定するものとする。

　　　　　（２）　各大会等の会場設営等は、各会員の「運営委員」がその任務を果たすものとし、
　　　　　　　運営委員に事情がある場合は、会員の指導者等のいずれかが、必ずその任務を果
　　　　　　　たすものとする。

　　　　　（３）　担当ブロックの運営委員は、大会等の期間中、必ず試合等に必要なその用具一式
　　　　　　　倉庫より会場に運搬し、グランド設営については、公認審判員の補助を行う。

　試合等の終了後も、同様に、責任をもって必ず倉庫に返却するものとする。

　　　　　（４）　担当ブロックのブロック長は、当日の準備、昼食等の購入、駐車場係、後かたずけ
などの指示をおこなう。特に学校の校庭等を使用した場合は、下記に注意する。
　①　タバコの吸殻　　②　トイレの汚れ　③　ゴミのポイ捨て　

　　　　　（５）　担当月の最終日には、用具等の点検及び倉庫内の整理整頓を行うものとする。

　　　　　（６）役員は、雨天等による開催が困難な場合は午前６時３０分に試合会場に集合し
　　　　　　　中止及び開催時間遅延の判断をするものとする。

　

第Ⅵ章　運　　　　　営　　　　　費

　（運営費）

　第１６条　　本会の運営に必要な年会費は、年度事業開始までに、大会参加費は各大会まで
　　　　　に決定するものとし、会員は定められた期日までに納入するものとする。

第Ⅶ章　会員の周知徹底義務等

　（駐車等に関する遵守事項）

　第１７条　　各大会会場の駐車には、本会が発行する「駐車許可書」を所有する車両のみとする。



　第１８条　　会員の代表者は、規定第３６条の規約を実行することに努めるとともに、会員の指導　　
　　　　　者及び選手の保護者等全員に細則及び競技規約の周知徹底を図らなければならない。

　（道具車等に関する遵守事項）

　第１９条　　学童部所有の道具車は主催大会等の運営に利用することができる。　
　　　　　年間係る経費は学童部と所属チームより選手登録書の初回提出の選手数の係数で徴収し、
　　　　　各チームで按分とする。但し、収支が増収の場合は学童部での負担を増額するものとする。
　　　　　これらの経費負担決定は会計委員長より決算報告時に議案として、承認を得るものとする。

　第２０条　　道具車の管理に関しては車両月報を翌月の代表者会議にブロック長となる代表者より
　　　　　総務委員長に提出するものとする。事故や故障など緊急時には学童部　部長及び総務委員長
　　　　　への報告を有する義務がある。特に事故発生時には警察及び保険会社への連絡を優先させ
　　　　　学童部への報告が事後となる事を認める。（保険会社連絡先は道具車ダッシュボードに格納）

 (グラウンド貸し出しに関する順守事項）

　第２１条　　学童部で確保されているグラウンドに関して企画委員長より開放の周知を前提に
　　　　　チーム活動に利用できる。その際の利用料金は２，０００円／半日とする。

 (その他）

　第２２条　　代表者会議又は総会に出席する役員及び会員の代表者等は必ず本会の規約及び
　　　　　細則並びに競技規約を携帯しなければならない。

昭和６３年１１月２６日改正　同日施工
平成　４年１２月　５日改正　同日施工
平成１４年　４月　７日改正　同日施工
平成２８年１１月　５日改正　同日施工
平成３０年　３月　３日改正　同日施工
令和２年　　２月　１日改訂　同日施工
令和３年　　２月　１日改訂　同日施工
令和５年　　２月　４日改訂　同日施工



西京支部学童部細則再周知事項

第Ⅷ章　会員の周知徹底義務等

(大会等の会場付近における自動車の進入及び駐車禁止)

　第２３条 　本会が借り受けた牛ヶ瀬グランドが会場である場合、周辺道路での駐車は厳禁とし
　　　　　 、北側マンション付近での駐停車を厳禁とする。

また、小畑川グラウンド北側住宅地前での駐停車を厳禁とする。

　第２４条 　各チームの代表者は、第２１条の事項を指導者等及び試合応援関係者に責任をもっ
　　　　　 て周知徹底を行わなければならない。

また、各チーム関係者がグラウンドへの選手の輸送及び応援等に使用する全ての駐車
　　　　　 車両には、チーム名を記載した「駐車許可書」のカードを必ず表示しておくことを徹底しな
　　　　　 ければならない。

　　　　　　　　 本会は、宇治川グラウンド、横大路グラウンドの駐車車両に関しては、「駐車許可書」を
　　　　　 発行し、宇治川グラウンド、横大路グラウンドの入り口手前で掲示することとし、
　　　　　 「駐車許可書」の掲示のない車両に関しては、入場を認めないこととする。
　　　　　　　なお、宇治川グラウンド、横大路グラウンド、京女大グラウンド、光華グラウンド
　　　　　 の駐車車両に関しては、５台までとする。

 宇治川グラウンドについて、堤防の２本目のスロープを必ず通る事する。

（義務違反の場合）
「駐車許可書」の表示がない車両及び駐車台数を規定より多く駐車した場合は、

　　　　　 即退車とし、原則１ケ月間本会主催の大会に関する駐車は認めないこととする。
　　

　
【御願い事項】
　小畑川グラウンド・牛ヶ瀬グラウンド・嵐山東公園においては、駐車場所が無いことから、
有料駐車場のご利用を御願いいたします。

【上位大会への進出条件】
・学童野球フェスティバル 区長杯　優勝チーム
・佐川印刷旗 全京都春　最上位進出チーム
・R9都市間交流大会 全京都夏　最上位進出チーム
・ろうきん杯 全京都夏　上位進出チーム（最上位除く）
・ガバナー杯 京都南ライオンズ　優勝チーム

京都嵯峨野ライオンズ　優勝チーム

※進出条件を満たす事に併せて西京少年野球会の推薦が必要であり本部協議の上で最終決定とする。
　 重複する場合の推薦方法も本部協議の上で決定とする。

【オールスターの監督及びコーチ人事】
・スポーツ少年団 知事旗　最上位進出チームの所属するブロックで編成
ナガセケンコー 仁左衛門杯　最上位進出チームの所属するブロックで編成


